
考
え
る

見
る

聴く

学ぶ

裏
表
紙
は　

 　
編
集
委
員
が
聞
く
！
「 

よ
り
い
の   

こ
こ
が
好
き  

」

地
理
的
好
条
件
を

活
か
す
政
治
力

女
性
の
就
業
率
上
昇
に

伴
う
子
育
て
支
援
策

　
１
月
27
日
、
静
岡
県
駿す

ん
と
う東

郡
小お

や
ま山

町

の（
仮
称
）小
山
PA
ス
マ
ー
ト
IC
周
辺
の

開
発
、
企
業
誘
致
等
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
視
察
し
ま
し
た
。

● 

国
・
県
と
の
連
携
で

　
 

大
型
事
業
推
進

　
平
成
25
年
に
国
土
交
通
省
・
静
岡
県
・

中
日
本
高
速
道
路（
株
）
と
小
山
町
で
地

域
協
議
会
を
設
立
し
、
平
成
32
年
開
通

予
定
の
御
殿
場
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
～
海

老
名
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
間
に
設
置
が
計

画
さ
れ
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
に
静
岡

県
の「
内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
推
進
地
区
」

の
指
定
を
受
け
、
地
域
の
観
光
資
源
を

活
用
し
た
観
光
関
連
施
設
や
モ
ー
タ
ー

ス
ポ
ー
ツ
関
連
産
業
の
集
積
、
防
災
拠

点
の
創
生
を
図
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

● 

内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想

　

内
陸
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
構
想
は
、
南
海

ト
ラ
フ
巨
大
地
震
（
＊
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） 

等
の
有
事
に

備
え
つ
つ
、
平
時
に
お
け
る
産
業
振
興

や
地
域
活
性
化
を
目
指
す
静
岡
県
の
取

り
組
み
で
す
。
区
域
内
の
土
地
利
用
構

小山町では企業誘致のほか定住の促進も「金太郎生誕の地」と言われる小山町

エコ計画（株）群馬エコスペースを視察
　２月８日、エコ計画（株）群馬エコスペースを視察
しました。同社は、昭和56年に安定型埋立処分場を
設置以来、35年間無事故。
今回視察した第６期処分場
は、新基準に合致した群馬
県内初の安定型埋立処分場
として平成27年に完成。埋
立容積は56万6248立方メートルで、処分場壁面はモ
ルタル吹きつけ、底面には、厚さ150ミリメートルの
ベントナイト（＊14

    
）
 

が敷き詰められており、無害、難
透水性の構造になっています。埋め立て完了後は植栽、
緑化により、森林へと復元する計画です。

資源循環工場内１社の事業廃止と継承
　三ヶ山地内にある資源循環工場の１社である埼玉環
境テック（株）より事業廃止の申し出があり、新たに
八潮市にある豊田建設（株）が事業継承するとの説明
がありました。事業内容が前社と同様の建設廃材の再
資源化であること、従業員の再雇用や事業計画に前向
きな姿勢が見られることから了承しました。

2/12　美里町議会と意見交換
近隣議会とさらなる連携を
　寄居町議会では、ホンダ寄居工場・小川工場の建設
を機に、小川町議会とは平成19年度から、東秩父村
議会とは26年度から交流会を行い、北條まつりには
ともに議員隊にご参加いただいています。
　美里町議会とは、寄居ＰＡスマートＩＣの開設が
迫っていることから、昨
年７月に続き２月12日
に意見交換会を持ち、ス
マートＩＣやアクセス道
路の進捗状況について
説明を受けた後、活発な
意見交換ができました。

富士宮市では23年から病後児保育を実施

今回は美 里町役場で開催

　

１
月
28
日
、
静
岡
県
富
士
宮
市
の
病
後

児
保
育
を
含
む
保
育
サ
ー
ビ
ス
及
び
子
育

て
情
報
発
信
の
取
り
組
み
等
を
視
察
し

ま
し
た
。
22
保
育
施
設
が
市
内
に
あ
り
、

２
３
５
０
人
の
保
育
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

女
性
の
就
業
率
上
昇
に
伴
い
27
年
度
は
初

め
て
待
機
児
童
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
サ
ー
ビ
ス
で
は
、
子
育
て
と
就
労

の
両
立
支
援
の
一
環
と
し
て
、
公
立
・
私

立
各
１
ヵ
所
の
保
育
施
設
で
病
後
児
保
育

を
実
施
。
満
１
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま

で
の
児
童
を
対
象
に
、
病
気
や
け
が
の
回

復
期
で
集
団
保
育
が
困
難
な
場
合
、
１
日

１
５
０
０
円
の
利
用
料
で
、
保
育
所
に
付

設
さ
れ
た
専
用
ス
ペ
ー
ス
で
保
育
及
び
看

護
ケ
ア
を
行
っ
て
い
ま
す
。
寄
居
町
に
お

い
て
も
早
急
に
検
討
す
べ
き
保
育
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

● 

情
報
発
信
の
重
要
性

　
子
育
て
支
援
の
た
め
の
情
報
提
供
は
、

25
年
か
ら
民
間
業
者
と
の
共
同
開
発
に

よ
り
子
育
て
応
援
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト
を

開
設
。
企
業
広
告
を
活
用
し
、
官
民
連

携
に
よ
り
経
費
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
情
報
を
毎
月
配
信

想
で
は
、
地
域
農
産
物
関
連
エ
リ
ア
、

新
産
業
集
積
エ
リ
ア
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
エ
リ
ア
な
ど
に
加
え
、
移
住
・
定
住

を
促
進
す
る
区
域
も
設
け
る
な
ど
、
防

災
減
災
・
地
域
成
長
の
総
合
特
区
制
度

と
な
っ
て
い
ま
す
。
地
理
的
好
条
件
を

政
治
力
・
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て

活
か
し
た
好
事
例
と
言
え
ま
す
。

　
視
察
後
、
本
件
に
つ
き
、
引
き
続
き

調
査
研
究
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

静岡県「内陸フロンティアを
拓く取り組み」

静岡県富士宮市
「ママフレ」

ことば （＊13）南海トラフ巨大地震
              

…日本列島の太平洋沖、「南海トラフ」沿いの広い震源域
で連動して起こると警戒されているマグニチュード９級の巨大地震のことです。

ことば （＊14）ベントナイト
           

…粘土の一種。水を吸うと10倍以上に膨張し、強力な粘性を
発揮します。無機物のため公害の心配はありません。

す
る
無
料
の
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
は
、

５
５
０
人
が
登
録
。
保
健
セ
ン
タ
ー
の

情
報
配
信
の
ほ
か
、
民
間
の
無
料
ブ
ロ

グ
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
保
育
士
か
ら
の

子
育
て
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
情

報
の
更
新
増
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
活
用
に
よ
り
検

診
等
の
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
情
報
の
配
信
な

ど
に
取
り
組
み
た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

視
察
終
了
後
、
本
件
に
つ
い
て
引
き

続
き
調
査
研
究
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま

し
た
。

　

寄
居
PA
ス
マ
ー
ト

IC
周
辺
開
発
に
つ

い
て
調
査
研
究
し

て
い
ま
す

保
育
サ
ー
ビ
ス
の

充
実
・
環
境
整
備

に
つ
い
て
調
査
研

究
し
て
い
ま
す

第６次三ヶ山地域
開発調査特別委員会

総務経済常任委員会

文教厚生常任委員会庁舎から“世界遺産”富士山を望む
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